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福島沖での地震活動度には，海溝軸から 約 100km 陸側を境として，海溝側の非地震活動領域－陸側の地震活動
領域という明瞭な違いが見られ，こうした地震活動度の違いはプレート境界上盤側の構造の変化と強い相関がある
ことが明らとなりつつある．海溝側の非地震発生領域では沈み込む海洋性地殻が島弧地殻と接していることがエア
ガン‐海底地震計により明らかとなった（西野・他，1999）．さらに，1997 年に福島沖において行れた海底地震観
測および東北大学微小地震観測網で得られたP 波，S 波の初動走時データを併用することで地震波速度構造の推定
を行った結果，陸側地震活動領域ではプレート境界の上盤側が島弧地殻ではなくマントルウェッジであることが明
らかになった（Nishino et al.，2000）．しかしながら初動走時のみ用いた場合，モホ面の形状とマントルウェッ
ジの地震波速度を独立して精度良く推定することは難しい．福島沖における地震活動の空間的不均質の原因がプ
レート境界上盤側の構造の変化に関係あるとすると，陸側地震活動領域におけるマントルウェッジ内の地震波速度
分布を明らかにすることは，プレート境界地震の発生様式を理解する上で重要な情報になる．そこで本講演では，
海底地震計網と陸上微小観測網で得られた自然地震の P 波，S 波の初動走時だけでなく島弧地殻のモホ面での PS
変換波の走時を解析に用いることにより，陸側地震活動領域におけるマントルウェッジの速度構造および海陸遷移
域における島弧地殻のモホ面の形状をより精細に明らかにすることを試みる． 

 福島沖で発生する地震の海岸線付近の陸上地震観測点記録には，P 波初動の後ろに顕著な後続波が見られるこ
とがある．これらの後続波の多くは，P 波初動の約 1.8～2.0 秒に見られ，その振幅は P 波の初動振幅よりも大き
い．この後続波を伴う地震は，海底地震計網による観測期間中（約3 週間）に 43 個検出された．この後続波がど
こで生じたものかを推定するために，島弧地殻のモホ面の形状を宮城沖での海陸遷移域の地殻構造（伊藤・他，2001）
を参考にして地殻構造モデルを仮定し，走時計算を行った．その結果，これらの後続波は島弧地殻のモホ面での
PS 変換波と考えることでその走時を説明できるがわかった．陸上観測点で記録されたモホ面での PS 変換波の情報
を P 波，S 波の初動走時とともに解析に利用することで，詳細なモホ面の形状が明らかとなっていなかった海陸境
界域において，モホ面の形状とマントルウェッジの精細な構造の推定を行うことができる． 

なお，本研究は東京電力，東北電力の助成によるものである． 


